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第３章 (3/7)  第３節 人（理容師・美容師）に関する規定

第３章 (4/7)  第４節 施設（理容所・美容所）に関する規定

第３章 (5/7)  第５節 立入検査と環境衛生監視員

第３章 (6/7)  第６節 違反者等に対する行政処分

第３章 (7/7)  第7節 罰則

➀関係法規・制度とは（内容と必要性） ②国家試験について（ポイント・重要条文）

③まえがき

第１章（1/2） 第1節 社会生活における法の役割

        第２節 法の形式

第１章 (3/3） 第３節 関係法規の概要

第１章 (3/3） 第４節 理容師法・美容師法と付属法令

第１章 まとめテスト

第２章（1/3） 第１節 衛生行政の意義と歴史

第２章（2/3） 第２節 衛生行政の分類と生活衛生行政の内容

第３章 (2/7)  第２節 用語の定義

使用教科書

教材等

公益社団法人日本理容美容教育センター

関係法規・制度 ワークブック他

担当教員 田代 英子
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2026年度 授業計画（シラバス）

科目名 関係法規・制度

学科 必修

講義 年次

総時間

(１単位)

1

３0時間

(1)
美容科

授業形態

必修選択

第２章（3/3） 第３節 衛生行政を担う行政機関

到達目標

第２章 まとめテスト

授業概要

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか記載

 ・  美容の実務経験無し。金沢大学 法学部法学科をＳ６０、３月卒業。

 ・ 美容師の業務に関係する関係法規・制度について正しい知識の習得の必要性の理解と公衆衛生を担う美容師の

      社会的責務、職業倫理について自覚を促す。

 ・ 美容の業務に関する規定内容を正確に理解させ、衛生法規が、美容業を行う場合の指針として有する

     意義を把握させる。

 ・ 美容師の業務に関係する関係法規・制度について正しい知識の習得の必要性の理解

 ・ 社会的責務、職業倫理について自覚を持てたか。

 ・ 美容の業務に関する規定内容。衛生法規の意義の把握。

1

備 考



関係法規・制度 ワークブック№１

国家試験に向けた復習 №５ ・美容所の開設

備 考

関係法規・制度 ワークブック№２

関係法規・制度 国家試験 過去問題まとめ №１

関係法規・制度 国家試験 過去問題まとめ №２

国家試験に向けた復習 №６ ・その他

【評価について】

A評価（１００~８６）/ B評価（８５~７０）

C評価（６９~４５）/ D評価（４４~０）

各学期に中間・期末テストを行い平均点が７０点以上あること

※ない場合は追試を行う

【特記事項】

進級及び卒業は、単位時間数と

   定期テストでの平均点取得、

 教員による協議会の決定による
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第３章 まとめテスト

第４章（1/3〕 １ 理容業・美容業の運営に関連する法律

第４章（2/3〕 ２ 理容業・美容業の衛生に関連する法律

第４章（3/3〕 3 理容業・美容業の消費者保護に関連する法律

第４章 まとめテスト

国家試験に向けた復習 №１ ・美容師法の構成

国家試験に向けた復習 №２ ・美容師法の歴史

国家試験に向けた復習 №３ ・覚えておきたい用語・法についての一般的理解

              ・管理美容師

国家試験に向けた復習 №４ ・免許取得後の手続き・保健所について
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